
【タックチ（めんこ）】

線に沿って紙を切る簡単な作業

から始まったので、切り終えた低

学年の子どもたちの得意そうな顔

が印象的でした。

世界文化体験講座は、例年世界のさまざまな国の食文化を通して文化理解の推進をはかることを目的に、

毎年違う国の料理教室を開催してきました。しかし、今年は例年とは異なる年齢層にも世界の文化を体験し

てもらうため、小学生を対象とした韓国の遊び道具の工作と、その遊びの体験教室を開催しました。

◆概要

◆事業紹介
【韓国の紹介】

小学1年生から6年生まですべ

ての学年の子どもたちが参加し

ていたため、まずは韓国の紹介

を行いました。

【トゥホ（投壺）】

隣の席のお友達や兄弟、留学生

の手を借りながら、テープを巻いた

り厚紙をくっつけたりしました。一

番作るのに時間がかかりました。

日 時 ： 平成３０年８月９日（木）

１３時３０分～１６時００分

場 所 ： 太宰府市いきいき情報センター２０５－２０７

講 師 ： 金 雅英さん （太宰府市 国際交流員）

参加児童 ： ２４名

【講師】

太宰府市国際交流員の金雅英さ

んに講師をお願いし、韓国出身の

留学生4人にも参加していただきま

した。

【チェギ（蹴鞠）】

房を作るため延々と紙を細く切る

作業に苦労しましたが、完成した

時には達成感と、ようやく遊べる！

という笑顔が見られました

【遊び体験】

作業時間が押していたため短い

時間でしたが、3つの遊びごとに分

かれて、留学生と参加児童とで楽

しく遊びました。
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